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場所：洲本市炬口
すもとし たけのくち

付近 国道28号の水の大師～炬口間 

 

時期＆時間帯：6月初旬、空気が澄んだ晴天の日で、遠く

までハッキリ見えます。早朝は、海が太陽で反射してキラ

キラ光り、清々しい気持ちになります。 

 

景色に出会った瞬間：国道28号線を洲本方面に向かって

海岸線を走っていると、空と山と海に囲まれた洲本の市街

地を一望できる場所が数ヵ所あります。個々の建物は新し

く建て変わっていても、山上に三熊城を抱く緑豊かな三

熊山とその山裾から海の間に広がる市街地がつくる風景

の構図は、ずっと昔から変わっていません。日常生活に

近いところで豊かな自然に恵まれている淡路島を実感で

きる景色の一つではないでしょうか。 

                          取材：栄 宏之 

写真撮影：本川昭吾さん    

ここから撮影!! 
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 ・場 所・・・南あわじ市 市円行寺
みなみあ わ じ し  い ち え ん ぎ ょ う じ

の交差点をゆづるはダム公園に向かう市道 

               （南あわじ市サイクリングターミナル方面へ） 

  ・時期＆時間帯・・・６月初旬の夕方 

  ・景色に出会った瞬間：雄大な諭鶴羽山系に続くまっすぐな一本道！その脇には三原平野ならではの 

タマネギ畑とタマネギ小屋が段々に広がっていて、それはそれはのどかで幸せな景色。車の窓を全開にし

て思い切り風を入れると、思わず大声で「気持ちいぃー！」と叫んでしまいました。「ぷ～ん」とタマネギの香

りも・・・（笑）そのまま奥に進めば山の自然がいっぱい。そして帰り道に、この真っ直ぐな一本道を下って行

く景色も素敵です。天気の良い日は、街のずぅーと向こうに、海や風車がきれいに見渡せます。見慣れたタ

マネギの畑・・・、と思ってる皆さん、一度この真っ直ぐな道をドライブしてみて下さいね。 取材：水田未央子      

玉ねぎ 

玉ねぎ 

・場所：淡路市石田(県道北淡東浦線） 

    ・時期＆時間帯：６月初旬 夕方 

・景色に出会った瞬間：淡路市石田付近から播磨灘

を一望すると、自然の雄大さに言葉では言い表すこ

とができないほどの心のときめきを感じました。このよ

うなすばらしい段々畑を守っていくということは、地域

の方々の協力があってのことと、感謝の気持ちを伝

えたい想いに駆られています。 車を停めて棚田を

眺めていると、以前、但馬地方を中心に農民人形を

展示している人形作家の渡辺うめさんの作品と出

会ったときの気持ちがよみがえってきました。うめさん

の作る人形には「社会を支えている農民が尊ばれな

くてどうするか」というメッセージが込められているよう

でした。 渡辺うめさんの人形作品を、近隣のホール

などで展示していただき、「みんなで農業の大切さを

考える機会を持てたらいいなぁ」と、ふと思いました。        

                                  取材：廣岡ひろ子 

撮影：廣岡卓樹さん 

 ～淡路の車窓から～  応援隊いち押しスポット 

 南あわじ市神代浦壁付近の田んぼ・淡路市石田の棚田 
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 ～淡路の車窓から～ 応援隊いち押しスポット 

 淡路市江崎灯台公園付近・塩尾＆岩屋の車窓から 

               

・場所：県道福良～江井～  

 岩屋線 淡路島の先端、 

  江崎灯台公園あたり 

・時期＆時間帯：６月中旬の 

   午後４時ごろ 

・景色に出会った瞬間：車で明石海峡を横切る高速艇と一緒に走っています。道路と海が同じ高さであるよう

な錯角を覚えます。明石海峡を挟んで向かいの神戸舞子・明石が眼前に広がる車窓は素晴らしく、まもなく

走ったところで明石海峡大橋も見えてきます。 時代の流れを感じます。 きっと、古人もこの海峡を眺めなが 

ら、海を越えた向こうは夢と希望に満ちたところで、横たわる明石海峡は、渦巻く欲望を浄化してくれて・・・、

なんて想像していたのだろうなぁ、と思いを膨らませています。 

やっぱり、淡路島は理想のパラダイス！！  

 ゆっくり車を走らせて、車窓から眺める風景を楽しんでいると、 

心の隅にぽつんとあった素敵な想い出が走馬燈のようによみが 

えってくるのです。 さぁ、あなたも江崎灯台公園に車を止めて、 

潮の香りと空一杯の空気を吸って壮大な眺めを堪能してみませ 

んか。 美見
び み

（？）ですよ。           取材：竹原祐乘  

いいねぇ 

 岩屋の茶間川（ちゃまがわ）にかかる1つの小さな

橋、そこはミニ公園のように、緑に囲まれた近所の人達

の憩いの場所になっています。春は日向ぼっこ、夏は

夕涼み、おっちゃんやおばちゃんの社交場です。植

木の手入れも近所の人達が四季折々の演出をして楽

しませてくれます。          取材：坂本厚子 

 淡路市塩尾（しお）辺りの国道２８号の歩道には、

家並みの外壁に沿って椅子が並んでいる。夕方近

くになると決まって、どこからともなくおっちゃんやお

ばちゃんが集まってきて椅子に腰掛けて、夕涼み

がてら世間話に花を咲かせる。 おっちゃん、おば

ちゃんたちの素の日常の風景を垣間見る、夏の夕

方に国道を通過した人なら一度は目にしたことのあ

る「塩尾の風物詩」ともいえる車窓の風景である。 

                     取材：福谷寿美 
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 生活創造情報プラザだより Page ４ 
生活創造活動グループ紹介 

淡路のちょいワザ・おおワザ・おもしろワザ名人募集 

 県立淡路文化会館のプランナー養成講座の修了 

者が中心になって半年前に結成したグループです。 

 講座で学んだことを生かして「淡路島内での楽しみ 

方についての普及、啓蒙活動や地域・自然・歴史・文

化・食文化の調査研究活動」をします。毎月第２土曜

日の１０時から定例会を持って、「したいこと」「すべき

こと」をみんなで議論しています。その後にちょっとし

た史跡・公園等の探訪をして、その場所やメンバーそ

れぞれの居住する地域周辺の写真等を撮っておき、 

地域の財産が淡路島民の財産として認められるよう        

に、何らかの形で発表をしたいと計画中です。 

 最近の活動では、３月には、北淡路の舟木石上神 

社・淡路景観園芸学校・平家供養碑等、４月には、淡

路市柳沢の岩上神社、５月は、静の里公園と結成当

時からの念願だった沼島の島巡り、６月は、江井の平

見と史跡・風景を楽しみました。毎回、遺跡の学習資

料を集め、写真も撮っています。これらは、参加者の

脳裏に蓄積され、発表のための資料にもなります。 

代表：西野邦夫 

   巨石信仰の岩上神社散策 

     （淡路市柳沢） 

           淡 路 の  

 ちょいワザ・おおワザ・おもしろワザ名人 

食文化調理の名人たち 

         淡路島民一人ひとりが、身近な地域を舞台に多彩な   

      分野で生活創造活動･地域活動に取り組むきっかけづくり、  

   並びに地域の人々との関わりのなかで、より一層の活動の広がり  

 やレベルアップを目指すことができるよう、さまざまな知識や技能を有

する人材を地域の中から発掘し、登録して紹介します。 

こんなワザ、 

あんなワザ、 

みーんな名人だよ！ 

 【名人の資格】 
 ①淡路地域に在住・在勤、または活動の拠点を持っている人 

 ②自らの知識･技能を地域活性化のために積極的に活用したいと 

 考えている人 

 ③分野は問いませんが、ボランティア活動に理解がある人 

 【登録方法】 
 淡路県民局と淡路文化会館に配置してあるリーフレットの裏面の 

 名人登録票にご記入のうえ、淡路生活創造情報プラザ担当に提出 

  【募集期間】    随 時 

 兵庫県淡路県民局県民生活部 淡路文化会館（淡路生活創造情報プラザ） 

   〒６５６－１５２１  淡路市多賀６００ 

    電話  ０７９９(８５)１３９１    FAX  ０７９９(８５)0400  

     Email  bunka-85awaji@maia.eonet.ne.jp 

南京玉すだれの名人 
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子育てリレーメッセージ 

夏のさわやかレシピ 

 

    ただ今、４人の子育てに奮闘中！ 

  淡路市木曽 橋本和浩さん＆史江さん 
 
 長女の愛奈（あいな）は中学１年生。遠い通学距離 
に文句を言いながらも毎日元気に通っています。 

只今反抗期真っ最中！でもしっかりと兄弟の面倒を 

見てくれるので、母は、大助かりです。 

 長男聖矢（せいや）は野球やプールをしているとき 

が一番輝いて見える、勉強きらーい、おてつだいきら

ーい。でも弟達にはとっても好かれていて、よく遊んで

くれています。次男爽汰（そうた）は超あまえんぼう！

おもいっきりのいい笑顔で「ごろにゃん」してくるので

仕方なく甘んじてしまう母なのです。次女優花（ゆうか）

は、超マイペースなやんちゃ娘。この前アスレチックに

行った時も、お兄ちゃんしか行けないようなところにも

チャレンジして上がっていった（驚） 

 愛奈が中学生になってから家族が揃うことが少なく 

なり、目に見えない気持ち（絆）を大切にしながら毎日

明るい家庭を目指して、頑張っています。子育てのス

トレス発散は好きなパソコンに向かうこと！ブログやホ

ームページを作ったりパソコンの不調を直したり・・・、

パソコンに関わっていると元気になれます！特にブロ

グで毎日の反省や楽しみを見つけて子どもたちの笑

顔をたくさん見られるようにしています。   

 子育ての原点は親が元気で笑顔でいること。 上の 

子たちのときはがむしゃらだったけれど、下の子どもた

ちになると、元気が一番だと思えるようになり、今はと

っても楽しく子育てしています。   （～母～） 

子育てに夢をもっている両親が登場！ 

                   

 

★材料★ 
鱧〈ハモ〉 300g 
カレー粉  大さじ１ 
小麦粉   大さじ１ 
サラダ油    少々 
塩、コショウ  少々 
レモン汁    少々 
A：大根  １／３本〈粗目おろし〉 
B：レモン １／２個〈薄くいちょう切り〉 
C：パセリ １～２本〈1cm程度のこま切り〉 
 
 

★作り方★ 

１：「鱧」は骨切りができたものを３～４cmに切り、軽く「塩、コショウ」をする。 

２：「カレー粉」と「小麦粉」を混ぜ合わせて「１」の鱧にまぶす。 

３：熱したフライパンに「油」を入れ、「２」に薄く焼き目が付くようにソテーする。 

４：「３」を皿に移し、「材料のA・B・C」の順番に飾るよう見栄えよくのせ、食べ  

  る直前に「レモン汁」をしぼって出来上がり。 

応援隊：川野喜美枝 

愛奈ちゃん 

優花ちゃん 

聖矢くん 

爽汰くん 










